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10 課題区分

講師謝礼単価＠16,000円×２名
講師旅費単価＠13,240円×１名
　　　　　　　　　 @13,660円×１名
職員旅費単価＠27,940円×１名
                     @14,640円×１名
                     @13,240円×１名

（単位：円）

計画（実績）額 備考

Ｃ

地域ブランドを活かしたゆたかな暮らしと移住への取組

謝礼、旅費 114,720

実施内容

移住促進パンフレットの制作 デザイン制作、印刷・製本

コピー代（白黒、カラー）

松本地域振興局

達 成 状 況成　果　指　標

暮らす・働く信州まつもと広域圏まるごと移住相談会の参加者数

1,133,192

地域ブランドを活かしたゆたかな暮らしと移住への取組

目標値

70人

請求書に基づく最終支払額

暮らす・働く信州まつもと広域圏
まるごと移住相談会の開催

95,082
消耗品31,460円、郵送料4,942円
コピー代5,000円、来場者カード印刷費
53,680円

80%

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和７年６月 令和８年３月

実 施 機 関 松本地域振興局 担
当
課

企画振興課

事 業 名 信州まつもと広域圏まるごと移住支援事業
0263-40-1902

横断的な課題

地域重点政策

matsuchi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

令和8年3月31日整理番号

60%

会場設置委託 719,950

暮らす・働く信州まつもと広域圏まるごと移住相談会の参加者アンケート満足度

成果

62人

暮らす・働く信州まつもと広域圏
まるごと移住相談会の開催

198,440
デザイン、印刷費込み
デザイン費99,000円
印刷・製本費99,440円

移住促進対策検討会議 資料印刷 5,000

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

松本地域の広域的な取組として、各市村の魅力や先輩移住者の体験談等を東京圏在住者を中心にま
とめて紹介することにより、各市村への移住促進につなげるもの。

現 状 と
課 題

（１）現　状
　少子高齢化、若年層の東京圏への人口流出の進行に伴い、地方人口は減少傾向にある。
松本地域振興局では、Ｈ30年度に行われた知事と市村首長の懇談会で課題となった村部への移住促
進について、Ｒ元年度から３市５村が一体となった移住促進活動を実施している。
　R元に松本広域圏３市５村参加の「移住促進対策検討会議」を設置し、R4以降、市村共同の移住担当
者説明会を東京都内で開催している。Ｒ６は１回開催し、37組62人が来場した。今後も継続して開催し、
管内市村の知名度の向上と移住促進を図っていく。

（２）課　題
　ア　松本広域圏全体の移住促進に資する取組みを継続して行う必要がある。
　イ　松本地域の知名度を活かした取組みについて検討する。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　暮らす・働く信州まつもと広域圏まるごと移住相談会の開催
　⑴　日時
　　　　令和７年10月25日（土）12時30分～17時
　⑵　場所
　　　　東京交通会館（R６と同会場）
　⑶　内容
　　　　専門家（就職アドバイザー、宅建協会）、先輩移住者体験談による移住セミナーの開催
　　　　松本広域圏３市５村、移住セミナー講師による相談ブースでの個別相談会の実施
　⑷　参加者数
　　　　47組62名

２　移住促進パンフレットの制作
　　新型コロナウイルスへの対応を主眼に作成したＲ２作成版の配布終了に伴い、新たな松本地域への
移住促進パンフレットの作成を行った（800部作成）。

３　移住対策検討会議の開催
　　年３回（６月、10月、２月）開催。R7年度の取組みの共有や次年度事業内容の検討等を行い、管内市
村との連携を深めた。

事業期間

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等

合　　　　　　計

暮らす・働く信州まつもと広域圏
まるごと移住相談会の開催

諸経費

指
標
及
び
達
成
状
況

達 成

一部達成

未達成



今後の方向性
首都圏等で松本広域圏各市村がまとまって移住促進対策を行うことで、移住に関心のある方への訴求力が高ま
り、村部への移住促進にも効果があるため、今後も継続して首都圏での合同の相談会を開催するとともに、次年度
は中京圏でも開催することで新たな地域での知名度向上と移住促進を図っていく。

事
業
実
績
・
成
果

○信州まつもと広域圏まるごと移住相談会（参加者：47組62名　相談件数：99件）
【事業実績・成果】
・松本広域圏市村が一堂に会した相談会として、昨年度に続いて開催。
・昨年度よりも子育て世帯へのPR不足等で家族連れの来場者が減少したことにより、参加者の目標数は達成でき
なかったが、昨年度比で来場組数は10組増加、相談件数は６件増加した。
・また、移住に関する具体的な費用が知りたいといった来場者ニーズに対する情報提供が不足していたこと等によ
り、参加者アンケートの満足度は60％であり、目標数は達成できなかった。

【成果】
・合同開催により松本地域への移住の魅力等を一体的に発信したことにより、移住相談会では複数の市村へ移住
相談する参加者が多数おり、課題であった村部への移住促進に寄与することができた。
・「暮らす・働く信州まつもと広域圏まるごと移住相談会」の参加組数・相談件数の増により、松本地域への移住促
進及び認知度向上に一定の効果があった。
・参加者アンケートの目標は達成できなかったが、参加者からいただいた「スタンプラリーや来場特典があると楽し
い。」や「年代別の就職状況、現状等が聞きたい。」といった意見を参考にし、来年度の移住相談会の内容等につい
て改善を図っていく。


